
1 

 ２０１８年３月発行                          第９０号 

          エコネット町田 通信  

            ECONET Machida  Newsletter 

 

東京のあすを創る協会の運動推進大会の報告 

テーマ：2020東京オリンピック・パラリンピックをもっと知ろう！ 

 3月５日、都庁会議室で上記テーマのシンポジウムに参加しました。特に次代を担う子供たちに何

を残し、何を伝えるかが話し合われ、講演は柔道メダリスト・筑波大学教授で日本オリンピック委

員会理事の山口香さん。パネラーはリオパラリンピック車いすテニス日本代表の二條さん、都の障

害者スポーツ協会の菊池事務局長、都教育庁でオリンピック・パラリンピック教育推進担当課長の

荒川さん。進行役は NHK解説委員の西川さん。 

 

山口香さんの講演内容 

 オリンピアンとしての自分の経験や教育に長

年関わってきた立場から、以下のような論点で

述べました。歯切れの良い語り口で、皆さん真

剣に聞いていました。 

 ①オリ・パラリンピックは多くの感動がある。

②自分一人で成し遂げられることは少なく多く

の関係者の輪でなり立つ。③努力は人を裏切ら

ない。④人はルールの中でフェアに競い合うこ

とで友を得、成長・進化する。⑤自分の時代は

我慢と根性での世界であったがが、現代はさら

にクリエイティブな人間が求められる。⑥ドー

ビングなど負の側面もあるが、私たちをインス

パイアする力がある。2020 大会が子供達や若

者にインスパイアされる大会になることを祈っ

ている。 

車いすテニスの二條さん 

 彼女は大工棟梁をしていたが 23歳の時、建築

現場から転落し脊髄を損傷し車いす生活に。退

院後始めた車いすテニスでプロとして活躍し、

リオではダブルス４位入賞。態度や言動が明る

く超積極的で障害者スポーツ振興に取り組んで

いる。リオのパラリンピックのアスリートとし

て特別の場所での経験を生かし、各種スポーツ

振興イベント開会セレモニーや、プロ野球の社

会貢献プロジェクトにも参加するなどの彼女の

生き方に聴衆の皆さん感動していた。 

都の障害者スポーツ協会の菊池さん 

菊池さんは東京都が障害者スポーツの振興、理

解促進・普及を図り、選手の競技力向上を支援

し、スポーツ大会を開催している公益社団法人

の旗振り役。誰もがいつでも、どこでもスポー

ツを親しむことができ、障害者スポーツという

言葉がなくなるようにしたいと強調していたの

が印象的でした。 

教育庁の荒川さん（山崎小学校元副校長） 

 オリンピック・パラリンピックを子供たちの

成長に繋ぐべく学校での取り組みを策定してい

る。①「オリ・パラリンピック感動の記憶を残

す」。②「多様性の理解や国際交流など学校での

教育活動が大会後も続ける」。③「ボランテアマ

インドの醸成、障害者理解の取り組みを家庭・

地域でも普及させる」という３つのレガシーの

形成を図るとのことです。  （瀬川記） 

 



2 

ボランティアの玉手箱で発表 

  〜社会参画への第一歩〜  

 主催 町田ボランティア連絡協議会 

 

 ３月１８日（日）、町田市健康福祉会館で町田

市社会福祉協議会の協賛で、これからボランテ

ィアを考えている市民向けに、ボランティアを

続けている団体からそれぞれの活動を語り、社

会参画の一助になればと、このイベントが行わ

れました。 

 町田ボラ連協が従前実施してきた連絡協議会

の登録会員向けの「施設見学会」を見直し、こ

れに変わる新たな企画として実施したものです。 

エコネット町田は活動報告する団体として参加

要請を受け、瀬川と杉山で発表しました。参加

した３団体もこのイベントの実行委員に加わり

準備をしてきました。 

 当日は冒頭に町田ボランティアセンターの舘

川さんが、ボランティアとはどうゆうものか、

この活動の４つの原則、ボランティアセンター

のなりわいなどを平易に説明。同センターはボ

ランティア活動を支援するために設置され、ボ

ランティアに関わる総合窓口ですのでお気軽に

声かけをお待ちしていると挨拶。 

 当日は耳の不自由な方が多数参加されていた

ので、手話通訳のほか字幕つき画像も用意され

ていました。 

 

 最初は高齢者福祉施設などで傾聴ボランティ

アを続けている「グループそらまめ」の皆さん。

訪問する施設では歌声で音楽療法に注力してい

ることで、参加者と皆で童謡を歌いました 

 お揃いの緑ベストの「出前歌おう隊」の活動

の雰囲気が伝わり、会場は一気に和やかな雰囲

気に変わりました。 

 次は「エコネット町田」の番です。活動紹介

発表は、私がボランティアをするきっかけと、

その後ボランティアを通じていろいろな人との

つながりが増えてきていることを話し、エコネ

ット町田の発足経緯や市内の三つの河川と源流

公園を定期清掃している活動状況を説明しまし

た。 

 この清掃活動は都の建設事務所と、夏休み体

験ボランティアなどでは町田ボランティアセン

ターと提携して取り組んでいる様子も伝えまし

た。エコフェスタへの取り組みや、７月の真光

寺川での川まつりも触れました。  

 最後は小学校での環境学習で行っている水質

調査の実際を体験してもらいました。当日採取

した恩田川の水を持参し、５名の代表の方にお

願いして CODキッドでの検査をしました。会場

の皆さんには初めて体験したようで、恩田川の

水は思っていたより、きれいなことで驚いてい

ました。我々の活動が河川清掃だけでなく、多

方面との連携で活動の多様化している姿が印象

に残ったようです。 

 最後は障害者支援をしている「字幕ファーム」

の皆さん。２０１６年７月に設立した新しい団

体でした。聴力に障害ある方々に手話のほか、

文字情報もあればいろいろな展開の道が広がる

とので活動していました。 

私が活動発表した内容も手話と言葉が画像で同

時に流されており、その技術手法は驚くもので

した。三葉亭冷奴さん落語が登場し、「あくび指

南」などを実演。登場人物ごとに字幕文字は色

が変わり、落語家さんの身振り、手振りとで進

められていくものでした。今回はいずれも工夫

を凝らした発表で参加された皆さんは楽しめた

ようでした。         （瀬川記）
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東京のあすを創る協会から表彰される 

  ～瀬川代表が個人表彰される～ 

 

東京のあすを創る協会の運動は生活課題や地域課題を考え、安心社会の実現を目指す運動で

す。昭和３０年代始めの「新生活運動」としてスタートしたので、今年が６０年目となります。

この協会の活動は、活動関係者への啓発や機関誌等の作成、活動助成金での活動支援、各種フ

ォーラムの企画などのほか、功労団体・功労者表彰も行っています。 

 

 

 

 

行 事 案 内 

 

行事名 

 

実施場所 

実施日  

実施時間 4月 5月 6月 

恩田川清掃 恩田川上流端～旧高瀬橋 05 03 07 10時 

真光寺川清掃 真光寺川全域 08 13 10 9時 30分 

境川清掃 鹿島橋近辺 -- 10 -- 10時 

滝の沢源流公園清掃 公園内 22 27 24 10時 

推進連絡会（５月は 

定期総会も） 

市民フォーラム 4階ボランティア 

活動室Ｂ 

22 27 24 14時 

Ｔ＆Ｄ 同上 22 -- 24 15時以降 
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